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ブラキアリアグラスの新品種育成 
（2）新規暖地型牧草の生育日数の相違による収量と飼料品質（TDN，CP）の経時的変化 

                 
幸喜香織  安里直和  荷川取秀樹 

   
Ⅰ 要  約 

 
 本報告では，新品種登録前に農家視点での品種育成を可能とし，普及する際に農家への情報提供を速

やかに行うため，ブラキアリアグラス新品種候補「沖縄 1 号」，「バシリスク」，「MG5」およびギニアグラ

ス「うーまく」の 2 草種 3 品種 1 系統を用いて，異なる刈取時期の収量と飼料品質の関係を調査し，最

適刈取期の検討を行った結果は以下の通りであった。 

１.暖地型牧草晩生品種および系統の TDN 含有率の低下は緩やかであるため,刈り取り適期は粗タンパク

含有率および繊維成分により判断できることが示唆された。 

２.粗タンパク含有率と繊維成分の結果により「沖縄 1 号」の刈取適期は生育日数 61 日目より前である

と考えられた。 

３.「MG5」の刈取適期は生育日数 68 日目で「沖縄 1 号」より刈取間隔の長い品種あると考えられた。 

４.「バシリスク」の刈取適期は「沖縄 1 号」と同様に生育日数 61 日目より前であると考えられた。 

５.「うーまく」の刈取適期はブラキアリアグラスより早い生育日数 45 日目より前であると考えられた。 

以上のことより，ブラキアリアグラスの最適刈取期は「沖縄 1 号」および「バシリスク」で 61 日より

前，「MG5」で 68 日より前である。ギニアグラス「うーまく」は 45 日より前であると示唆された。 

 
Ⅱ 緒  言 

 
沖縄県は，ローズグラスやギニアグラス等の暖地型牧草が周年利用され１），飼料自給率の向上を目指

し，さまざまな取組を行っている。本センターでは，自給飼料の増産を目指し，草種選定試験２～５）や草

地造成６）や踏圧耐性７）および干ばつ耐性等８，９）の栽培試験により，新導入暖地型牧草としてブラキア

リアグラスを有望草種として報告した。さらに，暖地型牧草種子の高価格の要因の一つとされる採種性

を向上させ，高い飼料品質と収量を併せ持つ高採種性集団１０～１２）を選抜し，新品種候補系統「沖縄 1

号」を作出した。 

自給飼料の利用現場では刈り遅れによる飼料品質の低下が散見される。そのため，飼料品質が低下し

にくい牧草が要望される。そこで，新品種登録前に農家視点での品種育成を可能とし，普及する際に農

家への品種の情報提供を速やかに実現するため，実証規模での試験区を設置した。 

本報告では，ブラキアリアグラス新品種候補「沖縄 1 号」およびその他新規暖地型牧草を用いて，異

なる刈取時期の収量と飼料品質の関係を調査し，最適刈取期の検討を行ったので，報告する。 

 
  Ⅲ 材料および方法 

 
１．供試材料 

供試材料は，ブラキアリアグラス品種候補系統「沖縄 1 号」および，収量・永続性で実績の高い海外

主要品種「バシリスク」，干ばつ耐性に優れる「MG5」１３，１４），葉部割合が高く，晩生で品質の高いギ

ニアグラス「うーまく」１５）の 2 草種 3 品種 1 系統を用いた。 

２．試験方法 

定植および播種日は平成 27年 5月 13日および 15日である。試験区面積は 1品種あたり 8m×100m（8a）

とした。沖縄 1 号のみ定植とし，栽植密度 50cm×50cm とし，その他品種は 3kg/10a とした。施肥量は

1a あたり N:P:K=1.0:1.0:0.6kg である。 

試験は定植・播種後 45 日から開始し，7～9 日後毎に計 8 回の刈取調査を実施した。試験期間は 6 月

29 日から 8 月 19 日である。調査は草高を測定した後収量調査を実施し，部位別乾物割合を測定した。
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 収量の調査項目は生草収量，乾物率，乾物収量である。飼料品質として，可消化養分総量（TDN），粗タ

ンパク含有率（CP），粗脂肪（EE），粗灰分（Ash）および可溶性無窒素物（NFE）を調査した。また，繊

維成分として中性デタージェント繊維（NDF），酸性デタージェント繊維（ADF），酸性デタージェントリ

グニン（ADL），粗繊維（CF），細胞壁構成物質としてヘミセルロースを NDF-ADF，セルロースを ADF-ADL

により算出した。TDN はペプシンセルラーゼ法１６）により乾物消化率から算出した１７）。粗タンパク含有

率は燃焼法１７），その他項目は近赤外分光１８）を用いて行った。 

 

Ⅳ 結果および考察 
 

１．異なる生育日数による乾物収量と TDN 含有率の経時的変化 

乾物収量と TDN 含有率の経時的変化を図 1 に示す。乾物収量では生育日数 52 日目から 89 日目で「沖

縄 1 号」が最も高く推移した。どの供試材料も 61 日目と 68 日目の間の収量増加が緩やかで，68 日目か

ら 75 日目に高くなった。生育日数を通して品種間差が認められなかった。TDN 含有率では 52，61，75

および 96 日目で品種間差が認められた。どの生育日数でも「沖縄 1 号」が高く推移した。比較的緩やか

に低下したが，生育期間 61 日目に 69.4%，68 日目で 61.4%とその期間の低下は顕著であった。供試材料

の「沖縄 1 号」，「MG5」および「うーまく」は出穂の遅い晩生であり，出穂に伴う品質の低下の低い品種・

系統であると考えられる。この結果は，晩生品種を利用することにより品質低下の著しさを回避するこ

とはできる。しかしながら，生育日数の経過に伴って収量性は高くなるものの，確実に牧草としての利

用価値は低減していくため，多角的な特性を評価し，適性な刈取時期を考慮する必要性がある。 

 

図１ 異なる生育日数による乾物収量と TDN 含有率の継時的変化 
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 ２．異なる生育日数での乾物率の継時的変化 

異なる生育日数での乾物率の経時的変化を図 2 に示す。乾物率について全ての生育期間で品種間差が

確認された。台風 9 号の影響により 61 日目は 52 日より低くなったが，全供試材料で 61 および 89 日目

にかけて高くなる傾向がみられた。89 日から 96 日に低くなったことについて，乾物収量も低くなって

おり，草勢が衰退した後に新葉が出葉してきたことによると考えられた。 

供試材料の中で「沖縄 1 号」が最も低く推移し，16.3%から 24.5%まで高くなった。「うーまく」が最

も高く推移し，24.4%から 32.0%まで高くなった。暖地型牧草は出穂に伴う茎割合と穂割合の増加による

品質の低下が著しく県内での自給飼料の刈遅れの原因となってきた１９）。そのため，晩生化に向けた育

種選抜をさせることにより品質を安定，向上させる方向性に推進してきた２０～２２）。ギニアグラスの中で

も「うーまく」は既存品種より葉の割合の多いため，乾物率が低く，高品質の特徴をもつ１５）。この結

果はブラキアリアグラスが「うーまく」より低い乾物率を示したことから，品質の高い品種・系統であ

ることが示唆される。 

 

図２ 異なる生育日数による乾物率の継時的変化 

 

３．異なる生育日数での TDN 収量と粗タンパク含有率の経時的変化 

異なる生育日数での TDN 収量と粗タンパク含有率の経時的変化を図 3 に示す。TDN 収量は乾物収量と

TDN 含有率を乗じて算出した数値である。そのため，生育期間により乾物収量が増加，TDN 含有率の減少

が相殺される。TDN 収量の推移はどの品種・系統も乾物収量とほぼ同様な推移を示す結果となった。粗

タンパク含有率では生育日数 45 日目から 68 日目まで有意差が認められ，品種間差が確認された。生育

日数 45 日から 68 日の間で品種の特性による刈取り等への利用法への相違があると考えられる。 

 

４．異なる生育日数での草高と粗タンパク含有率および繊維成分の経時的変化 

異なる生育日数での粗タンパク収量の経時的変化を図 4 に示す。粗タンパク収量は乾物収量と粗タン

パク含有率を乗して算出した数値である。生育日数により乾物収量が増加するが，粗タンパク含有率の

低下が TDN 含有率より著しい。そのため，どの品種・系統も粗タンパク収量では TDN 収量より生育日数

による変動が高くなった。「沖縄 1 号」では生育日数 68 日目まで 58kg/10a，「MG5」は 52 日目まで 54kg/10a

と高くなり，「バシリスク」は 45 日目 54kg/10a から 68 日目 32kg/10a と低くなった。「うーまく」は

45 日目 26kg/10a で 68 日目 23kg/10a と低い値で推移した。品種・系統も生育日数 75 日目以降で粗タン
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パク収量が高くなる。TDN 収量と同様に，乾物収量の寄与率が高まり，不用な収量が多いことが示唆さ

れる。生育期間を通じて乾物収量の増加のため，粗タンパクの含有率の低下による粗タンパク収量の低

減は低いことを考慮する必要があるとともに，品種・系統の特性により利用法を考慮する必要がある。 

 

 

図３ 異なる生育日数による TDN 収量と粗タンパク含有率の継時的変化 

 

図４ 異なる生育日数での粗タンパク収量の経時的変化 

 

５．異なる生育日数での草高と粗タンパク含有率および繊維成分の経時的変化 

異なる生育日数での「沖縄 1 号」の草高および粗タンパク含有率の経時的変化を図 5 に示す。草丈で

は，生育日数 61 日目から 75 日目に節間伸長により 74.0cm から 95.7cm と生育が有意に高く，同時に粗

図４ 異なる生育日数による粗タンパク収量の継時的変化 
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 タンパク含有率は 11.2%から 7.4%と有意に低くなった 75 日以降は緩やかに低くなった。以降 89 日目ま

で緩やかに減少した。96 日目に粗タンパク含有率が高くなったのは乾物率の低減によるものと考えられ

た。 

図５ 異なる生育日数での「沖縄 1 号」の草丈と粗タンパク含有率の経時的変化 

 

異なる生育日数での「沖縄 1 号」の繊維成分の経時的変化を図 6 に示す。生育を通して，全繊維成分

が緩やかに高くなる傾向がみられた。特に，生育日数45日から68日目にかけて，NDFは 61.6%から 70.4%，

ADF で 28.3%から 35.6%と高くなった。ADL は生育日数 61 日から 68 日目 5.6%から 5.1%と低くなる傾向が

みられた。ヘミセルロースは 68 日目までセルロースより高い値を示したが，75 日目以降にセルロース

とほぼ同等の値を示した。粗タンパク含有率と繊維成分の結果により「沖縄 1 号」の刈取適期は生育日

数 61 日目より前であると考えられた。 

図６ 異なる生育日数による「沖縄 1 号」の繊維成分の変化 
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異なる生育日数での「MG5」の草丈および粗タンパク含有率の継時的変化を図 7 に示す。草丈では，生

育日数61日目から68日目に節間伸長により有意に高くなった。粗タンパク含有率では52日目に16.2%，

61 日目に 11.9%，68 日目に 9.8%と高い値を示した後，75 日目に 5.4%と低くなった。沖縄 1 号のような

草丈の伸長と粗タンパク含有率の変動の関連性はみられなかった。 

 

      図７ 異なる生育日数による「MG5」の草丈および粗タンパク含有率の経時的変化 
 

異なる生育日数での「MG5」の繊維成分の継時的変化を図 8 に示す。生育を通して，全繊維成分が緩や

かに高くなる傾向がみられた。特に，生育日数 61 日から 68 日目にかけて，ADF で 32.8%から 37.8%と高

くなり，ADL で生育日数 52 日から 61 日目にかけて 4.7%から 3.5%と低くなる傾向がみられた。ヘミセル

ロースは 68 日目までセルロースより高い値を示したが，75 日目以降に沖縄 1 号と同様にセルロースと

ほぼ同等の値を示した。粗タンパク含有率と繊維成分の結果により「MG5」の刈取適期は生育日数 68 日

目で「沖縄 1 号」より利用価値の長い品種であると考えられた。 

 
図８ 異なる生育日数での「MG5」の繊維成分の経時的変化 
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異なる生育日数での「バシリスク」の草丈および粗タンパク含有率の継時的変化を図 9 に示す。出穂

開始日が 61 日前に観察された。粗タンパク含有率は出穂前 52 日目に 15.9%であったが，61 日目に 9.7%

と有意に低くなったが，草丈では有意差はみられなかった。この結果は，バシリスクは一斉開花による

乾物率の上昇に品質低下しやすい品種であることが示唆される。粗タンパク含有率は柔らかい穂割合の

増加により 75 日目 7.6%と上昇したが，その後種子の結実に伴って緩やかに減少した。草丈では，生育

日数の経過とともに，だんだん高くなり，82 日目に 101cm に達した。 
 

図９ 異なる生育日数での「バシリスク」の草丈および粗タンパク含有率の経時的変化 

 

異なる生育日数での「バシリスク」の繊維成分の継時的変化を図 10 に示す。生育を通して，全繊維成

分が緩やかに高くなるが，ADL 以外の繊維成分で 45 日目から 52 日目に高く，52 日目から 61 日目に低く

なる等，出穂後の茎割合の増加とともに柔らかい穂の出現の種子の結実のため，安定しない傾向がみら

れた。ヘミセルロースは 68 日目までセルロースより高い値を示したが，75 日目以降にセルロースとほ

ぼ同等の値を示し,沖縄 1 号と同様の傾向を示した。粗タンパク含有率と繊維成分の結果により「バシリ

スク」の刈取適期は「沖縄 1 号」と同様に生育日数 61 日目より前であると考えられた。 

図１０ 異なる生育日数での「バシリスク」の繊維成分の経時的変化 
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 異なる生育日数での「うーまく」の草丈および粗タンパク含有率の継時的変化を図 11 に示す。草丈で

は，45 日目から 52 日目に有意に高く，それ以降緩やかに高くなった。粗タンパク含有率では，45 日目

に 9.0%を示し，52 日目以降 7.2%以下と低くなった。 

 

図１１ 異なる生育日数での「うーまく」の草丈および粗タンパク含有率の継時的変化 

 

異なる生育日数での「うーまく」の繊維成分の継時的変化を図 12 に示す。生育を通して，全繊維成分

が緩やかに高くなりつつも変動がみられた。生育日数 45 日に NDF で 67.8%と高く，ADF は 68 日目に 41.9%

と以後高くなった。ADL は生育日数 45 日目 89 日目まで 5%以下と低い傾向がみられた。ヘミセルロース

は 52 日目までセルロースより高い値を示したが，61 日目以降にセルロースより低くなり，ブラキアリ

アグラスと異なる傾向を示した。粗タンパク含有率と繊維成分の結果により「うーまく」の刈取適期は

ブラキアリアグラスより早い生育日数 45 日目より前であると考えられた。 

 

図１２ 異なる日数での「うーまく」の繊維成分の経時的変化 
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